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第 1 部 基調講演 
「首都圏を中心としたレジリエンス総合力プロジェクトの 3 年目の成果」 

平田 直（防災科研 首都圏レジリエンスプロジェクト総括／          
東京大学地震研究所 教授） 

 

1.本プロジェクトの概要 

 本プロジェクトの一番の特徴は、社会科学、理学、工学という異なる分野の学
際的な成果を追及すると同時に、その学術的な成果が社会でどのように使われる
かを非常に強く意識して研究を進めていることです。サブプロジェクト a・b・c
の三つが、社会科学、理学、工学の三つの学術に対応し、さらにデータ利活用協
議会（デ活）を運営し、研究に対する社会のニーズと学術のシーズの統合を進め
ています（図表 1）。 

 デ活の最も重要な要素は、学術分野が持っている先端的な研究成果（研究シー
ズ）と、産業界の民や国・自治体などの官が持っている防災科学技術に関する必
要性（社会ニーズ）をうまく統合することにより、これまでの社会貢献（CSR）
から、地域のレジリエンスを向上させるための共通価値の創造（CSV）を進める
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ことです（図表 2）。デ活の発足から 3 年たち、既に 1000 人を超える方にシンポ
ジウムに参加していただき、65 の企業、13 の個人がデ活の正式会員として活動
するに至りました（図表 3）。特に今年度は、分科会活動によるテーマ別の深い議
論が進められました。 

 デ活では理事会を組織し、全体の活動方針や重要事項を決定して研究を進めて
います（図表 4）。理事会の会長は私が務め、デ活の参画企業のトップの皆さま、
自治体の意思決定に参画しているような皆さまにメンバーになっていただいてい
ます。 
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2.サブプロジェクトの取り組み内容 

 三つのサブプロジェクトのうち、サブプロジェクト a では、社会科学的な研究
をしています。ここでは五つの研究課題を進めるグループが連携しながら社会科
学的な研究を進めています（図表 5）。例えば、地震でどのような揺れがあるかを
あらかじめ予測し、実際にどのような揺れになったかを測定し、その揺れに基づ
いて、どのような被害が起きるかを解析する研究をしています。さらに、それに
対してどのような復旧・復興の手法が有効かということが、ここでの最も重要な
課題です（図表 6）。 
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 サブプロ b では、主として地震学的な研究をしています（図表 7）。これまで防
災科研が運用していた基盤的な観測網と首都圏地震観測網（MeSO-net）に加え、
東京ガスの SUPREME のデータを使うことで、揺れの空間的な分布を非常に高分
解能で示せるようになりました（図表 8）。また、コンビニエンスストアの店舗に
小型地震計を設置することにより、非常にきめ細かい地震の揺れを観測すること
ができるようになりつつあります（図表 9）。さらに、成田空港のような大規模集
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客施設での揺れの分布の詳細について、江戸時代の揺れから現代の揺れまでを含
めた研究が進んでいます（図表 10）。 

 サブプロ c では工学的な研究をしています（図表 11）。防災科研が兵庫県三木
市に持っている実物大の振動台を使い、5 カ年の間に 4 回の振動実験を行います
（図表 12）。今年度は 2 回目の実験として、鉄筋コンクリートの構造物の実験を
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行いました（図表 13）。例えば自治体の災害対策本部などの防災拠点に使われる
ような重要な施設について、崩壊余裕度の研究を進めています。 

 サブプロ a・b・c のそれぞれの成果については、第 2 部で研究担当から具体的
に報告します。本プロジェクトの 3 年目の主な成果は以上です。 
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